
 

平成 29年 10月 30日 

各 位 

公益社団法人日本鋳造工学会 

支部長 入澤 毅  

関西鋳造懇話会 委員長 丸山 徹  

 

第２０回関西鋳造懇話会のお知らせ 
 

  平素より関西支部の活動にご協力をいただき，ありがとうございます．関西支部では鋳造工学を総合工学と 

位置づけ，各種技術・現象を横断的に総合討論する場として関西鋳造懇話会を開催しております．湯流れや凝

固解析においては，その理論の構築と解析手法の発展に加えて鋳造のデジタル化の進歩により鋳造 CAE として

の利用が継続的に広がりを見せております． 

今回は鋳造 CAE の最近の動向に焦点を当て，最近の鋳造 CAE の発達や活用事例について紹介いたします．

つきましては，下記の要領で第２０回関西鋳造懇話会を開催いたしますので，会員各位の多数のご参加をいた

だきますよう，お願い申し上げます． 
 

記 

日  時： 平成 29年 12月 12日（火）講演会 13:30－16:55 

       交流会 17:15－19:00 

場  所：近畿大学 東大阪キャンパス 講演会 Blossam Café  3F room A 

        交流会 11 月ホール 地下 1F Cafeteria November 

     〒577-8502 大阪府東大阪市小若江３－４－１ 

http://www.kindai.ac.jp/about-kindai/campus-guide/access_higashi-osaka.html 

 

プログラム 

13:30 ～ 13:35   開会の挨拶                                  関西支部支部長 入澤 毅 

13:35 ～ 14:35  (1) この１０年間の流動凝固解析の発達と今後のトレンド      大同大学 前田 安郭 

14:35 ～ 15:35  (2) 最近の鋳造 CAEの活用事例について           クオリカ株式会社 八十田 稔 

15:35 ～ 15:50  休 憩 

15:50 ～ 16:50  (3) 湯流れシミュレーションによるダイカスト品の機械加工面の品質向上の取り組み 

                                   ダイハツ工業株式会社 村田雅史 

16:50 ～ 16:55  閉会のあいさつ                                    関西支部副支部長   易 宏治 

17:15 ～ 19:00   交流会(11月ホール 地下 1F Cafeteria November) 

 

参 加 費：会員 3,000 円，学生 1,000 円，非会員 6,000 円，関西支部賛助会員会社は１名無料 

         （資料，交流会費含む．当日会場受付にて申し受けます．） 
 

申込締切：平成 29年 12月 5日（火）までに，下記事項を申込先あて，電子メールにてご連絡下さい． 

          会場準備の都合上，事前の申し込みをお願いします． 
 

申込事項：「12月 12日 第 20 回関西鋳造懇話会参加申込」と明記の上， 

① 氏名，② 勤務先（所属先），③ 所属（所属部課），④ 所属先の住所（郵便番号を含む）， 

⑤ 所属先の電話番号，⑥ E-mailアドレス，⑦ 会員資格，⑧講演会・交流会の参加有無 

を明記して下記の申込先にお知らせ下さい． 
 

申 込 先：日本鋳造工学会 関西支部 関西鋳造懇話会 事務局 

          jfs-konwakai@jfs-osaka.jp 

 

http://www.kindai.ac.jp/about-kindai/campus-guide/access_higashi-osaka.html


 

 

 

会場周辺地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


